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－支えあう  住みよい社会  地域から－－支えあう  住みよい社会  地域から－

　昨年から、コロナ禍により多くの活動が制限
され、三浦市民児協も休眠状態になっていまし
たが、できる事を見つけながら動いてきました。
今年になり、やっとワクチン接種の話題で、委
員の表情が少し明るくなっていました。
　そのような中、市から市民児協に集団接種シ
ミュレーションへの協力の依頼があり、４月１０
日、５月１１日の２回にわたり、３０名ずつの委員
が参加しました。

　１回目の実施後に、参加して気が付いた所を
アンケートで回答しました。そして２回目には、
市職員の誘導がスムーズになるなど大きく改善
され、主催者である市職員の方からお礼の言葉
をいただき、参加委員からも「役に立って良かっ
たね」との晴れやかな声が聞かれました。１日
も早く平常に戻って、活動と人々との繋がりが
できるように、祈る日々です。
� （三浦市民生委員児童委員協議会）

●特集　「地域共生社会」と「包括的支援体制」の構築に向けた動き
　～地域福祉をめぐる状況と民生委員・児童委員活動～
●活動研究レポート　平成３１年度／令和元年度・令和２年度指定民児協の報告
　（平塚市横内地区民児協・鎌倉市第十地区民児協）
●NEWS＆インフォメーション　　●通信員だより（海老名市・寒川町・開成町）

早く普段の生活に戻れるよう願い、ワクチン集団接種シミュレーションに協力しました。



「
地
域
共
生
社
会
」と
は
？

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
は
現
在
、児

童
虐
待
、Ｄ
Ｖ
や
不
登
校
、ひ
き
こ
も
り
、

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な

が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て

い
く
社
会
を
指
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

地
域
共
生
社
会
と
「
包
括
的
支
援

体
制
」
の
構
築
に
向
け
た
法
改
正

　

こ
の
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
、
厚
労
省
に
設
置
さ
れ
た
「
地

域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
」
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
対
人
支
援
の
方
向
性
と
し
て
、

具
体
的
な
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
と
も
に
「
つ
な
が
り
続
け
る
」

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
「
つ
な
が
り
続
け
る
」
と
い

う
中
で
、
専
門
職
に
よ
る
支
援
だ
け
で

な
く
「
地
域
住
民
に
よ
る
気
に
か
け
合

う
関
係
性
」
の
必
要
性
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
（
図
２
）。

　

そ
し
て
「
断
ら
な
い
（
属
性
を
問
わ

な
い
）
相
談
」、「
参
加
支
援
」、「
地
域

づ
く
り
」
の
３
つ
の
支
援
を
一
体
的
に

進
め
て
い
く
「
包
括
的
支
援
体
制
」
を

市
町
村
域
に
整
備
し
て
い
く
必
要
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
元
年
１２
月
）。

　

こ
れ
を
う
け
て
、
令
和
２
年
の
社
会

福
祉
法
改
正
で
は
、
こ
の
「
包
括
的
支

援
体
制
」
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
の「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

が
創
設
さ
れ
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
（
図
３
）。

　

地
域
の
生
活
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
で
、「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
た「
包
括
的
支
援
体
制
」整

備
の
必
要
性
が
打
ち
出
さ
れ
、こ
の
４
月
に
は
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
状
を
知
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
活
動
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
共
生
社
会
」と「
包
括
的
支
援
体
制
」の
構
築
に
向
け
た
動
き

「
地
域
共
生
社
会
」と「
包
括
的
支
援
体
制
」の
構
築
に
向
け
た
動
き

　
～
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
～

　
～
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
～

図１　地域共生社会のイメージ図（厚生労働省）

図２　検討会で示された支援の両輪となるアプローチ（厚生労働省）

８
０
５
０
問
題
（
注
）
な
ど
、

福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
の
背
景
に
は
、
核
家

族
化
や
少
子
高
齢
化
に
と
も

な
う
血
縁
・
地
縁
・
社
縁
と

い
っ
た
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、

こ
れ
ら
に
よ
る
「
社
会
的
孤

立
」
と
い
う
複
雑
な
事
情
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
と
は
、

そ
う
し
た
中
で
の
「
つ
な
が

り
」
の
再
構
築
、「
制
度
の
狭

間
」
に
あ
る
社
会
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
制
度
や
分
野

ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支

え
手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関

係
を
超
え
て
、
人
と
人
、
人

　
（
注
）
８
０
５
０
問
題
…
８０
代
の

高
齢
の
親
が
５０
代
の
ひ
き
こ
も
り

の
子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
子

ど
も
の
生
活
を
経
済
的
に
支
援
し

て
い
る
状
態
で
、
社
会
的
に
孤
立

し
た
り
、
生
活
が
立
ち
行
か
な
く

な
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

特　集特　集

すべての人の生活の基盤としての地域すべての人の生活の基盤としての地域

すべての社会・経済活動の基盤としての地域すべての社会・経済活動の基盤としての地域

交通産業農林 環境

支え・支えられる関係の循環
～誰もが役割と生きがいを持つ社会の醸成～

◇社会経済の担い手輩出
◇地域資源の有効活用、
雇用創出等による経済
価値の創出

地域における人と資源の循環
～地域社会の持続的発展の実現～

◆制度・分野ごとの『『縦縦割割りり』』やや「「支支ええ手手」」「「受受けけ手手」」とといいうう関関係係をを超超ええてて、地域住民や地域の多様な主
体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住住
民民一一人人ひひととりりのの暮暮ららししとと生生ききががいい、、地地域域ををととももにに創創っってていいくく社社会会

◇居場所づくり
◇社会とのつながり
◇多様性を尊重し包摂
する地域文化

◇生きがいづくり
◇安心感ある暮らし
◇健康づくり、介護予防
◇ワークライフバランス

◇就労や社会参加の場
や機会の提供

◇多様な主体による、
暮らしへの支援への参画

地域共生社会とは

3

対人支援において今後求められるアプローチ

具体的な課題解決を目指すアプローチ つながり続けることを目指すアプローチ

個人が自律的な生を継続できるよう、本人の意向や取り巻く状況に合わせ、２つのアプ
ローチを組み合わせていくことが必要。

支援の“両輪”と考えられるアプローチ

 本人が有する特定の課題を解決することを目指す

 それぞれの属性や課題に対応するための支援（現金・
現物給付）を重視することが多い

 本人の抱える課題や必要な対応が明らかな場合には、
特に有効

本人を中心として、“伴走”する意識共共通通のの基基盤盤

 本人と支援者が継続的につながることを目指す

 暮らし全体と人生の時間軸をとらえ、本人と支援者が
継続的につながり関わるための相談支援（手続的給
付）を重視

 生きづらさの背景が明らかでない場合や、8050問題な
ど課題が複合化した場合、ライフステージの変化に応
じた柔軟な支援が必要な場合に、特に有効

令和元年５月28日 「第２回地域共生社会に向け

た包括的支援と多様な参加・協働の推進に関す
る検討会」 資料（一部改変）

33

令和3年９月15日 第146号県民児協だより

2



　

こ
の
事
業
は
市
町
村
の
任
意
事
業
と

な
っ
て
お
り
、
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
事
業
の
実

施
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
包
括
的
支
援

体
制
が
目
指
す
方
向
性
は
、
ど
の
市
町

村
に
も
共
通
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

包
括
的
支
援
体
制
と�

委
員
活
動

　

委
員
は
地
域
に
お
け
る
住
民
に
も
っ

と
も
近
い
相
談
相
手
と
し
て
、
こ
れ
か

制
度
の
狭
間
に
あ
り
、
解
決
が
困
難
で

あ
っ
た
課
題
が
、
専
門
職
と
委
員
を
含

む
地
域
の
関
係
者
な
ど
、
多
様
な
連
携

に
よ
り
、
受
け
止
め
、
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
制
度
や
地
域
の

状
況
は
日
々
変
化
し
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
動
き
の
中
に
委
員
の
活
動
も
あ
る

こ
と
を
意
識
し
、
住
民
へ
の
よ
り
よ
い

支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ

を
拡
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

図３　重層的支援体制整備事業の枠組み（厚生労働省）

ら
も
そ
の
役
割
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
解
決
す
る

べ
き
課
題
が
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
ほ
ど
、
委
員
と
し
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
く

な
っ
た
り
、
ま
た
制
度
の
縦

割
り
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
先
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　

包
括
的
支
援
体
制
の
考
え

方
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
機

関
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を

超
え
て
、
相
談
を
ま
ず
「
受

け
止
め
る
」
こ
と
の
大
切
さ

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
包

括
的
支
援
体
制
の
構
築
」
と

い
う
動
き
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
つ
な
ぎ
先
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
や
、

　「包括的支援体制の整備」と「重層的支援体制整
備事業」が社会福祉法に新設されました。このと
ころ、この法改正と民生委員・児童委員（以下「委
員」）との関係を議論する場に参加する機会が何
度かありました。そこで確認されたのは、活動の
基本は変わらないということでした。制度は縦割
りに発達したけれど、委員活動は１００年あまり一
貫して、総合相談支援に取り組んでいるからです。
　今、私たちの社会は、孤立、引きこもりなど新
たな生活課題への対応に迫られています。これま
での制度や地域活動では十分な対応ができないこ
とが明白であることから、制度の縦割りを改め、
地域の支え合い活動を支援することが、社会福祉
政策の重点課題となっています。社会福祉法の改
正は、これを法律に示したものといえます。

　とはいえ、「包括的支援体制の整備」は市町村の
あくまで努力義務で、「重層的支援体制整備事業」
は任意事業なので、これに取り組まない市町村も
少なからずあると思われます。現在、相談のつな
ぎや情報共有のしづらさ、地域活動の弱さなど
は、委員活動の障害になっているといわれていま
す。だとすれば、これからの委員活動では、住民
が相談しやすく委員が活動しやすい環境づくりを
進めるという見地に立って、総合相談支援の体制
を整備し、地域の支え合い活動活性化のための支
援に取り組むよう、自治体や関係機関に働きか
け、協力していくということが、これまで以上に
求められるのではないかと思います。

自治体や関係機関に�自治体や関係機関に�
� 働きかける活動も� 働きかける活動も

活動の基本は変わらない活動の基本は変わらない

活 の ン ・ イ動　 ヒ ト ポ ン ト
神奈川県立保健福祉大学
教授 中村 美安子さん
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全
国
互
助
共
励
事
業
の
一
環
と
し
て
、
民
児
協
運
営
の
充
実
と
地
域
福
祉

活
動
の
振
興
を
通
じ
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

２
地
区
を
指
定
し
、
活
動
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
民
児
協
と
し
て
活
動
し
た
平
塚
市
横
内
地
区
、
鎌
倉
市
第
十
地
区
よ

り
２
年
間
の
取
組
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
塚
市
横
内
地
区
民
児
協
　 

～
関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
に�

�

寄
り
添
っ
た
活
動
を
～

　

私
た
ち
の
地
域
の
特
色
は
、
県
営
の

横
内
団
地
を
抱
え
、
高
齢
者
は
も
と
よ

り
、
外
国
籍
世
帯
、
経
済
的
な
事
情
を

抱
え
た
世
帯
が
多
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、
高
齢
者
の

見
守
り
な
ど
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

私
た
ち
委
員
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
外
国
籍
の
家
庭
、
母
子
家
庭
、

共
働
き
の
家
庭
な
ど
、
若
い
世
代
の
家

庭
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
に
関
係
す

る
他
の
機
関
と
も
手
を
携
え
、
い
ち
早

く
困
っ
て
い
る
子
ど
も
や
家
庭
を
見
つ
け
、

寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
子
ど
も

サ
ロ
ン
の
開
設
に
む
け
た
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
隣
接
し
、
毎
日
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
る
横
内
公
民
館

と
、
子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
活
動
を
支

援
し
て
い
る
横
内
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に
声
を
掛
け
、
三
位

一
体
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
か
所

の
会
場
で
月
２
回
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

地域のみんなで知恵
を出し合い手作りの
チラシを作成！

　

ま
ず
は
、
先
行
事
例
を
学
び
た
い
と

考
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
高
校
生
向
け
の
サ
ロ

ン
（
カ
フ
ェ
）
を
運
営
す
る
県
立
田
奈
高

校
（
横
浜
市
青
葉
区
）
を
訪
問
し
、
私

た
ち
も
実
際
に
現
場
で
お
手
伝
い
を
し

な
が
ら
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
て
い
き
ま

し
た
。
名
称
を「
横
内
サ
ン
サ
ン
カ
フ
ェ
」

と
し
、
小
学
校
な
ど
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、

コ
ッ
プ
や
皿
な
ど
の
必
要
物
品
の
用
意
、

横
内
で
活
動
す
る
様
々
な
地
域
団
体
か

ら
派
遣
し
て
も
ら
う
人
員
体
制
の
構
築

な
ど
、
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

実
行
予
定
日
の
２
日
前
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
拡
大
に
伴

い
、
平
塚
市
で
は
全
て
の
公
民
館
事
業

を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
カ
フ
ェ
も
中

止
に
。
そ
れ
か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
な
ど
状
況
が
悪
化
す
る
一
方
で
、

「
い
つ
で
き
る
か
」
機
会
を
待
ち
続
け
ま

し
た
が
、
と
う
と
う
空
し
く
指
定
期
間

を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

～
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
は�

�

子
ど
も
の
居
場
所
を
～

　

子
ど
も
た
ち
に
配
布
す
る
予
定
だ
っ

た
菓
子
や
飲
み
物
代
は
、
小
学
校
の
先

生
方
と
相
談
し
、
全
児
童
の
役
に
立
つ

文
具
を
購
入
し
、
配
布
す
る
こ
と
に
替

え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
熱
い
志
を
持
っ
た
活
動
は

空
振
り
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

決
し
て
諦
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
ス
タ
ー
ト
す
る
準
備
は
で
き
て

い
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
暁
に

は
、
地
域
の
団
体
も
巻
き
込
み
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
作
り
に
取
り
組

み
た
い
で
す
。（
横
内
地
区
民
児
協
）

　
鎌
倉
市
第
十
地
区
民
児
協
　 

～
認
知
症
を
リ
ア
ル
に
体
験
～

　

指
定
民
児
協
事
業
実
施
計
画
は
２
年

間
に
渡
っ
て
計
画
を
立
て
る
も
の
と
思
い
、

初
年
度
は
認
知
症
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
体
験
を
実
施
し
、
２
年

目
は
そ
の
体
験
を
応
用
に
繋
げ
る
と
い

う
企
画
を
考
え
ま
し
た
。
認
知
症
を
文

字
で
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の
症
状
を

Ｖ
Ｒ
で
体
験
す
る
こ
と
は
委
員
活
動
に

大
い
に
役
に
立
ち
、
力
量
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

令
和
元
年
９
月
初
め
に
企
画
の
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
認
知
症
Ｖ
Ｒ
体

験
は
人
気
が
高
く
、
実
際
に
予
約
が
で

き
た
の
は
翌
年
の
２
月
で
し
た
。
地
区

の
委
員
を
中
心
に
企
画
に
携
わ
り
、
１２

月
の
改
選
期
で
退
任
し
た
委
員
地
域
の

方
々
の
参
加
も
募
り
体
験
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
認
知
症
の
症
状
を
、
目
で
、
耳

で
、
身
体
で
経
験
す
る
こ
と
は
、
高
齢

者
と
接
す
る
機
会
の
多
い
委
員
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

平
成
平
成
3131
年
度
／
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度

年
度
／
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度

��

　
　

指
定
民
児
協
の
報
告

　
　

指
定
民
児
協
の
報
告

地域の小学校にお祝
い品を配付する様子。
横内小学校の先生�
(左)と横内地区民児
協川島会長(右)。

市町村民児協発
活動研究レポート

No.46
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　民生委員・児童委員（以下、委員）の大きな強み
は、町内会・自治会や社協だけではなく、施設、学
校、NPO、当事者グループ、企業など地域を構成
するあらゆる人や組織と関係を築きながら地域の
課題の解決に取り組めることです。
　2０2０年の内閣府の「社会意識に関する世論調査」
では、地域での付き合いが「あまりない」「まった
くない」と答えた人の割合は34％となっていま
す。つまり３人に１人が地域の人との関係が十分
つくれずにいることがわかります。
　こうした現状から委員の活動がより期待されて
います。しかし、期待が高いゆえに、その役割を担
うことへの負担感や、日々の活動に奔走する多忙
さによって、なり手が減ってしまう要因にもなっ
ています。

　前述の委員の大きな強みを言い換えると、委員
には地域で活動できる人や組織を増やしていく力
があります。今回の２つの事例の中には、公民館、
子育て支援グループ、小学校、NPO、大学などと
関係をつくりながら活動に取り組まれている様子
が紹介されています。
　一人ひとりの委員へ適切なサポートをすること
はもちろんですが、委員と問題を共有しながら活
動できる人や組織を広げていくことも負担感や多
忙さを解決する一歩と感じています。
　事例からみえる「熱い志をもった活動」のとお
り、まずは「地域を住みやすくしたい！」という思
いをもつことで、地域の多くの人の共感を呼び、そ
の思いを支える人たちが広がるきっかけにつなが
ると感じています。

し
、
当
初
、
助
成
金
は
２
年
間
分
一
度

に
頂
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

単
年
度
精
算
に
よ
る
Ｖ
Ｒ
体
験
費
用
は

か
な
り
高
額
で
、
地
区
民
児
協
に
と
っ

て
は
大
き
な
持
ち
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

参加者の多くの方から
「目からうろこ」という
声がありました！

～
委
員
活
動
に
関
す
る�

�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
～

　

２
年
目
は
計
画
を
変
更
し
、
前
回
の

改
選
期
で
経
験
し
た
大
き
な
課
題
「
民

生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
手
が
決
ま
ら

な
い
の
は
な
ぜ
！
」
を
探
る
た
め
、
各
委

員
の
考
え
の
把
握
と
、
関
連
す
る
テ
ー

マ
を
研
究
中
の
大
学
研
究
室
と
コ
ラ
ボ

し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
前
回
の
改
選
期

に
４
名
の
欠
員
が
出
て
い
ま
し
た
。
委

員
に
対
し
て
ク
ー
ル
で
、
福
祉
に
対
し

て
は
意
識
の
高
い
地
域
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
受
け
よ
う
と
い
う
方

が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
の
も
事
実
で

す
。
要
因
は
住
民
の
高
齢
化
な
ど
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
職
務
内
容
・
シ
ス

テ
ム
等
に
も
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
を
作
成
し
、

委
員
の
皆
さ
ん
が
ど
う
考
え
て
い
る
か

を
聴
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ

の
た
め
活
動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
ず
、ス

タ
ー
ト
が
遅
く
な
り
、
大
学
研
究
室
と

の
コ
ラ
ボ
は
か
な
わ
ず
、
当
初
の
予
定
と

は
異
な
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
鎌

倉
市
内
全
地
区
の
委
員
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、地

域
の
方
々
か
ら
回
答
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
数
的
な
結
果
だ
け

で
は
な
く
、
貴
重
な
意
見
も
数
多
く
頂

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
ま
し

た
ら
、
こ
の
結
果
を
大
学
等
の
研
究
室

と
共
に
分
析
し
、
今
後
に
繋
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

（
第
十
地
区
民
児
協
）

横浜創英大学　
講師 平野 友康さん

活 の ン ・ イ動　 ヒ ト ポ ン ト

民生委員・児童委員活動についてのアンケート2020～2021 集計結果

①３年は妥当
75％

回答なし
5％②短期間の

方が良い
16％      

③長期間の方が良い
4％

　退任年齢や改選期、報酬などに
ついての設問も設けました。退任
年齢について、鎌倉市では年齢上
限を設けており、75歳退任は妥
当であるという意見がある一方、
ある年齢（例えば75歳）を超え
たら１年毎の更新のような考え方
も柔軟に検討されてもいいのでは
という意見もありました。

地域とつながる
� 強みを生かして

令和3年９月15日第146号 県民児協だより
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「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」の
活
用
方
法
を�

�

ご
紹
介
し
ま
す
！

　

各
市
町
村
・
地
区
民
児
協
で
の
「
み

ん
ぴ
ょ
ん
」
を
活
用
し
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
中
か
ら
、
工

夫
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

～
み
ん
ぴ
ょ
ん
マ
ス
ク
で
訪
問
調
査
～

　

藤
沢
市
善
行
地
区
民
児
協
で
は
、
み

ん
ぴ
ょ
ん
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
高
齢
者
世
帯
等
現
況
調
査

（
６
月
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の
方

か
ら
「
マ
ス
ク
、
か
わ
い
い
ね
」
と
、
み

ん
ぴ
ょ
ん
を
き
っ
か
け
に
会
話
が
広

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
み
ん

ぴ
ょ
ん
を
知
ら
な
い
方
に
み
ん
ぴ
ょ
ん

や
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

ほっぺは赤ペンで
塗っています！

　

マ
ス
ク
を
着
け
て
活
動
さ
れ
た
有
松

さ
ん
は
「
先
の
見
え
な
い
中
で
不
安
が

募
り
ま
す
が
、
み
ん
ぴ
ょ
ん
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
自
分
自
身
に
『
が
ん
ば
る

ぞ
！
』
と
言
い
聞
か
せ
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

～
啓
発
グ
ッ
ズ
で
み
ん
ぴ
ょ
ん
活
躍
～

　

秦
野
市
民
児
協
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
の
一
環
と
し
て
、
み
ん

ぴ
ょ
ん
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。
海
老
名
市
民
児

協
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
強
化
週
間
で
の
パ
ネ
ル
展
示
で
、
フ
ェ

ル
ト
生
地
の
み
ん
ぴ
ょ
ん
を
手
作
り
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
南
足
柄
市
民
児
協
で

は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
チ
ラ

シ
に
み
ん
ぴ
ょ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

み
ん
ぴ
ょ
ん
に
委
員
の
想
い
も
込
め
て

　

み
ん
ぴ
ょ
ん
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
、

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
た
め
の
大
き

な
耳
と
、思
い
や
り
の
心
を
表
し
た
ハ
ー

ト
型
の
し
っ
ぽ
で
す
。
ま
た
、
名
前
に

は
み
ん
な
の
た
め
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
み
ん
な
心
を
一
つ
に
、
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
活
動
し
よ
う
。
そ

し
て
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
良
く
笑
顔
で
元
気
に
活
動
し
よ
う
、

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
制
限
せ
ざ
る
を

え
な
い
期
間
は
長
期
化
し
て
い
ま
す
が
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
み
ん
ぴ
ょ

ん
に
私
た
ち
委
員
の
想
い
も
込
め
て
、

工
夫
し
て
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
で
み
ん
ぴ
ょ

ん
活
用
方
法
や
活
動
の
工
夫
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
厳
し
い

練
習
を
重
ね
、
成
果
を
あ
げ
る
姿

に
感
激
し
た
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
さ
ら
に
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。

　

平
塚
市
横
内
地
区
、
鎌
倉
市
第

十
地
区
民
児
協
の
入
念
に
準
備
し

た
事
業
が
中
止
・
変
更
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
委
員
の
方
々

の
前
向
き
に
活
動
す
る
姿
勢
に
、

早
期
の
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

私
が
所
属
す
る
児
童
部
会
で
も

活
動
自
粛
の
中
、
委
員
が
孤
立
し

が
ち
で
し
た
が
、
部
長
の
提
案
で

５
月
中
旬
ご
ろ
、
野
外
で
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

移
転
し
た
保
育
園
、
緑
に
囲
ま

れ
た
教
育
研
究
所
の
様
子
を
外
か

ら
確
認
し
、
新
設
し
た
港
版
・
道

の
駅
ま
で
を
散
策
し
ま
し
た
。
閉

塞
感
の
あ
る
日
々
で
し
た
が
、
潮

風
に
あ
た
り
な
が
ら
久
し
ぶ
り
の

開
放
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

世
間
話
か
ら
、
打
ち
解
け
る
う

ち
に
活
動
の
困
り
事
、
迷
っ
て
い

る
事
が
出
て
き
ま
し
た
。
相
談
に

の
る
際
の
言
葉
「
一
人
で
悩
ま
ず

助
け
を
求
め
て
」
は
、
誰
に
も
当

て
は
ま
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
　
佐
野
　
千
代
子
）

編編
集集
雑雑
感感

秦野市民児協の
みんぴょんイラ
スト入りポケッ
トティッシュ

海老名市民児協のフェルト生地みんぴょん
（20㎝×７㎝）細部まで丁寧に切り取り、思
いを込めて作りました！フェルト生地のふ
んわり質感が可愛らしさを引き立てます！

南足柄市民児協のPRチラシ
子育て支援センターや乳幼児健診の保護
者、新生児家庭などに配布しています。関
心を持ってもらえる紙面を目指し、イラス
トや読みやすい字体に工夫しています！

 

南足柄市には、国から委嘱を受けた民生委員児童委員が５7人、主任児童委員が

4人います。民生委員児童委員は、各自治会に１～４人、主任児童委員は、中学校

区に 1～２人いて、各地域で活動しています。 

子子育育てて応応援援ししまますす  

みんぴょん 
南足柄市民生委員児童委員協議会 

主任児童委員部会 

民民生生委委員員児児童童委委員員っってて何何？？  主主任任児児童童委委員員っってて何何？？  

 子育てや福祉に関する、地域内での相談相手

です。住民と専門家をつなぐ、地域福祉のサポ

ーターです。民生委員は、児童委員も兼ねるの

で「民生委員児童委員」と呼ばれています。 

 児童福祉に関する活動を専任で行う、

民生委員児童委員です。子育ての悩み 

相談や個別の支援、地域の子どもたちの

健全育成活動などを行っています。 

 
 妊娠中で
心配なこと
がある。 

子育てで 
不安がある。
悩みがある。 

近所の人が
困っているよ
うだが・・・ 

 生活していく
上で、心配事が
ある。 

 介護や一人暮
らしで、心配事
がある。 

令和3年９月15日 第146号県民児協だより
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全
民
児
連
「
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン�

支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ス
タ
ー
ト

　

全
民
児
連
は
、
令
和
３
年
７
月
、

「
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
活
用
し
、
全
国
規
模
の
広
報

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
令
和
４
年
６
月
ま
で
）。

　
「
隣
の
委
員
さ
ん
」
と
題
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
・
雑
誌
広
告
で
２３
万

人
の
委
員
の
存
在
を
全
国
に
発
信
し

ま
す
。

　

Ｃ
Ｍ
で
は
、
幅
広
い
世
代
、
と
く

に
、
生
徒
・
学
生
世
代
や
次
代
の
委

員
の
候
補
者
層
の
関
心
に
つ
な
げ
た

い
と
い
う
思
い
が
口
ず
さ
み
や
す
い

歌
と
爽
や
か
な
画
面
に
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
機
運

の
高
ま
り
を
委
員
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と
し

て
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

広
告
を
目
撃
し
ま
し
た
ら
、
い
つ
、

ど
の
放
送
局
（
も
し
く
は
新
聞
社
・

雑
誌
名
）
で
放
映
・
掲
載
さ
れ
て
い

た
か
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ACジャパンのホーム
ページへはこちらから
アクセスできます！

令
和
３
年
度�

第
１
回
地
区
民
児
協
会
長
研
修
会�

�
～
動
画
配
信
に
よ
る
研
修
会
実
施
～

　

地
区
民
児
協
会
長
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
、
８
月
２4
日
（
火
）
か
ら

９
月
２4
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
限
定

で
動
画
配
信
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ま

た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
考
え
る
地
域
の
つ

な
が
り
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
師

の
鎌
田
敏
氏
（
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所

所
長
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け
た

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
う
こ
と
が
難
し

か
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
り
に
く
い
時
で
も
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
活
動

を
続
け
て
い
る
委
員
へ
の
エ
ー
ル
も

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
区
民
児
協

会
長
は
、
期
間
ま
で
に
ぜ
ひ
ご
受
講

い
た
だ
き
、
民
児
協
活
動
に
生
か
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

県
民
児
協
事
務
所�

�

移
転
し
ま
し
た
！

　

本
会
は
昭
和
44
年
に
設
立
し
た
当

初
か
ら
県
社
会
福
祉
会
館
に
事
務
所

を
置
き
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

県
社
会
福
祉
会
館
は
開
館
か
ら
約
5０

年
を
経
過
し
、
設
備
が
老
朽
化
し
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
の
８
月
よ
り
「
神

奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）」
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

本
会
事
務
所
も
併
せ
て
移
転
し
、

住
所
等
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
地
上
８
階
建
て
、
東

急
東
横
線
反
町
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の

立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

内
に
は
、
引
き
続
き
、
県
社
協
や
福

祉
関
係
団
体
の
事
務
所
や
障
が
い
の

あ
る
方
が
働
く
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

福
祉
に
携
わ
る
人
々
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
関
係
団
体
と
の
連
携
・

協
働
の
も
と
活
動
を
進
め
て
い
け
る

よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【神奈川県社会福祉センター　地図】

【アクセス】
東急東横線／反町駅より徒歩１分
京浜急行線／神奈川駅より徒歩７分
京浜東北線・横浜線／東神奈川駅より徒歩１2分

■新住所　〒22１−0８2５
　　　　　横浜市神奈川区反町3−１７−２
� 　神奈川県社会福祉センター８階
■新電話番号　0４５−５３４−５８１2

FAX番号・メールアドレスの変更はありません。
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通 信 員 だ よ り

寒川町

海老名市

開成町

　

年
２
回
発
行
の
「
ふ
れ
あ
い
」
作
成
の
た
め
、
６
地
区

２
名
ず
つ
で
始
動
し
た
広
報
委
員
会
。
経
験
者
１
名
と

い
う
中
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
仕
上
げ
た
「
ふ
れ
あ
い
」

８８
号
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
で
発
行
延
期
、
内

容
変
更
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛
の
合
間
に
、
横
浜
の
新
聞
博
物

館
に
出
か
け
ま
し
た
。
元
新
聞
記
者
の
方
が
講
師
で
、紙

面
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
少
し
前
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
参

考
資
料
に
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
頂
き
ま
し

た
。
と
て
も
有
意
義
な
研
修
で
、
次
号
か
ら
の
紙
面
作

り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

８９
号
は
主
任
児
童
委
員
に
焦
点
を
当
て
、
各
地
域
に

あ
る
子
育
て
サ
ロ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
取
材
に
行
き
、
記
事

を
書
き
ま
し
た
。
９０
号
は
、『
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
市
の
保
健
師
、
栄
養
士
か
ら

お
話
を
伺
い
、
参
考
に
し
て
紙
面
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

各
号
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
駆
使
し
て
見
や
す
さ
を

考
え
、
何
度
も
校
正
を
重
ね
仕
上
げ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
約
を
受
け
る
中
、

開
成
町
民
児
協
は
広
報
紙
「
ほ
ほ
え
み
通
信
」
を
年
４

回
発
行
し
、
見
守
り
し
て
い
る
人
（
約
９
０
０
人
）、
自

治
会
の
回
覧
用
（
７
０
０
部
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
を
担
当
し
て
大
変
な
の
は
「
ど
の
よ
う
な

記
事
を
載
せ
る
か
」「
い
つ
広
報
に
載
せ
る
と
効
果
的

か
」
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
読
者
が
「
読
み
た

く
な
る
内
容
」
を
意
識
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
全
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
に
変
更
し
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
効
果
的
に
活
用
し
て
「
よ
り
見
や
す
く
、

よ
り
読
み
や
す
く
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

３
ヶ
月
に
一
度
、
見
守
り
し
て
い
る
方
に
配
布
す
る

際
、
訪
問
者
と
の
話
題
作
り
の
き
っ
か
け
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
脳
ト
レ
・
ク
イ
ズ
」
や
「
簡
単
な
料
理
レ
シ

ピ
」
を
掲
載
す
る
こ
と
で
「
脳
ト
レ
、
楽
し
か
っ
た

よ
！
」「
レ
シ
ピ
参
考
に
作
っ
た
ら
美
味
し
か
っ
た
！
」

な
ど
の
声
を
聞
く
と
、「
読
ん
で
い
た
だ
け
て
良
か
っ

た
！
」
と
思
い
ま
す
。

　

民
児
協
メ
ン
バ
ー
に
も
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら
、
よ

り
身
近
な
広
報
紙
作
り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

「
見
や
す
い
・
読
み
や
す
い
」　

広
報
紙
を
目
指
し
て
！

通
信
員　

大
野
　
富
枝

　

寒
川
町
民
児
協
で
は
５
つ
の
部
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
で
あ
る
編
集
部
会
で
は
、
町
民
向
け
『
ほ
っ

こ
り
通
信
』
を
年
１
回
、
委
員
同
士
の
情
報
交
換
『
Ｓ

Ｍ
Ｊ
Ｋ
※
』
を
年
２
回
、
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
『
Ｓ
Ｍ
Ｊ
Ｋ
』

の
１
回
の
み
の
発
行
で
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
８
月
か
ら
９
月
に
実
施
し
た
、
委

員
各
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た
活
動
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
記
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

◦発行日／令和３年９月１５日　◦発行人／会長　桐生　行雄　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／（株）神奈川機関紙印刷所
◦発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会 〒２２１-０８２５ 横浜市神奈川区反町3-１7-2　☎０４５-５3４-５８１２　FAX０４５-3１４-3４7２　ホームページ：https://www.kmjk.jp/

ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
委員専用ページをご覧いただくためには、次のログイン情報をご入力ください。

ID：minpyon２０２１
パスワード：０３３１

広
報
「
ふ
れ
あ
い
」

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た

活
動
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

通
信
員　

佐
久
間
　
ひ
さ
み

通
信
員　

佐
和
橋
　
み
ど
り

「ふれあい」最新号は、県民児協ホーム
ページからご覧いただけます。

「ほほえみ通信」は、県民
児協ホームページからご
覧いただけます。

非訪問 73％

訪問 27％

自らの訪問活動は
すべて停止　18％

対面活動はせず、
TEL、メール等で
安否確認　25％

訪問せず外部（電灯の
点灯等、目での姿確認）
からの見守り　30％

特定世帯の実訪問、
インターホンで
活動　10％

安全装置（マスク、フェイスガード等）
を講じ、訪問対面での
活動　17％

※�SMJKとは、寒川町民生委員児童委員協議会
の頭文字から命名しました。

　

こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報

「
ふ
れ
あ
い
」
を
目

指
し
て
、
広
報
委

員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

年２回市民の皆さんのお手元に。

「より見やすく、より読み
やすく」工夫しました。
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